







その他のタイトル Funeral Rites as seen in a Religious Society
Funeral such as that of Contemporary Korean

























































































































































としている O それから少太山は、同 4章を通しては、円仏教の葬儀に必ず暗訴され、引導(薦
度)のための呪文である「聖呪j、すなわち、[永天永地永保長生、万世j戚道常独路、去来党道











































で、まず、仏縁を結ぶべきである O 第二に信仰を立てることである o (中略) 第三に悟り














生死の去来に三つの根気の差がある O 第ーは、愛着食着に引かれて去来する根気である O
去りまた来る途中に正見を成し得ずいつも顛併し、近寄り次第受生して酔生夢死し、また





としている O この引用文をとおしては f生死の去来jには三つの根気があるが、三つの根気の
差をあらかじめ把握し、修行を徹底にすれば、「三大力勺の重要性を悟れると強調している o
そして、鼎山は、人が死亡すると生まれかわるものなので、必ずやよく f薦度」される必要




































































































































































































































































写真 :8-8 写真 9-A









































































































































































































































































































































































































ア編)J (第259号)、 20ω.8、日本民俗学会編、 82-110頁。
16山田慎也の「現代における葬送儀礼調査と倫理J、f日本民俗学(小特集:民俗学と研究倫理)J 
(第253号)、 2008.12、日本民俗学会編、 100-1ω頁
17 r円仏教教典jの「正典Jの第3修行編の第17章法位等級に、①普通級 ②特信級 ③法魔相
戦級 ④法強蜂!楚{立 ①出家位 ⑤大覚如来位などがあり、「宗締位Jは ③の「出家位Jと





























34 r円仏教礼典J 2∞o (円紀85)年、終斎祝願文、円仏教正化社、 146頁。


































































































































































27=A ; 2009年10月25日、群山教堂は同教堂書Ij立60年記念法会で、第 l部の「永慕殿J奉仏式を
行なっている O
B-C;群山教堂の永慕施設の入口と内部。
28=西新教堂の蘇中覚教務が紹介している円仏教式の位牌製作するための機械。
29=2010年6月6日(日曜自)行なわれた横浜教堂の「六・一大斉jの一場面。
30=中央本部半百年記念館での「名節大斉jの一場面。
31=中央本部の教政院の外観。
??
32=両方とも鼎山宗師の生存当時のもので、左のは、今Bのそれとほぼ問ーである O
33=法要道具の一つである木鐸は、主に念仏をする時よく使われる O
34=法要道具の一つである坐鐘。
35=法要道具の一つである竹箆は、掌にぶつかり、その音で行事の始終と式}I債の信号用として使
われる O
36=法要道具の一つである清水器。
37=円仏教の仏壇に安置された位牌。
地図の説明
1=韓半島における全羅北道の位置;http://maps.google.co.kr/mapsを参照
2=全羅北道の全ナH・溢山・群山市の位霞;http://maps.google.co.kr/mapsを参照
|研究消息i 国際シンポジウム
f“モノ"語り一民具・物質文化からみる人類文化-J
2010年12月1・1213の両日、神奈川大学iヨ
本常民文化研究所・国際常民文化研究機構主
催で、上記の共通テーマのもと、公開討論会
[民具の文化資源化一“モノ"研究の新たな
挑戦-J、国捺シンポジウム「“モノ"と“ヒ
ト"の人類文化史Jが向かれた。
第一日目第一セッション「民具名称の諮問
題J(司会:神野善治)では、河野通明「検
索タグとしての標準名-農具の歴史を踏まえ
て-J、佐々木長生「民具名称、のなりたち一
奥会津只見の事例から-J、川野和昭「比較
文化研究のための民具名称ーラオス北部と南
九州の現場から-J、第二セッション「民具
からみる東アジアの比較文化史 J(司会:
角南聡一郎)では、積林啓介内1国文化形成
の基層性と多様性j、小熊誠 Iirjl縄と福建に
おける亀甲墓の比較研究j、朽木量「現代民
兵に“消費者の生産"を読むJ、第三セッシ
ョン「フネとカラダーフネの構造と漕法-J
(司会:後藤明)では、赤羽正春「身体活動
の延長上にある北方船の技術一アムール]11の
ムウとオモロチカ-J、板井英伸「手漕と民
われ、全体総括を小JI直之が行った。
二日自のシンポジウムでは、第一セッショ
ン「人と道具J(司会:卒中野善治)、フランソ
ワ・シゴー「道具と身体技法j、JI出版造
「道具の人間化.Jsi人間化、人体の道具化j、
第二セッション f人と“モノ"J(司会:角南
総一郎)、徐畿乙「中国歴史文化の中の伝統
手工芸j、j習星「“モノ"と人間一黄河流域に
おける花鰻頭の民俗文化-J、第三セッショ
ン「人と生活J(司会:後藤明)、楼井準告
「モノから日本の近代生活を探る一階層・ラ
イフスタイルームスチュアート・ヘンリ
「イヌイトとアリュートの“近代化"一皮舟
と犬ぞりを事例にして-Jの6発表が行われ
た後、朝間康二、近藤雅樹により二日間にわ
たる全体討論が行われた。
民具研究の意義については、すでに仁IJ国民
俗学会ホームページ]二で、活j星氏が只見IlJの事
例をあげているが、シゴ一氏は、日本の民具
研究をフランスやヨーロッパで紹介する必要
を指摘。民兵は、“mingu" として国襟的に
有効性を持つ日本発の学問研究となってき
俗ートカラから八重山まで-J、昆政明 た。
「栂・擢の操作と絵画表現jの偲別発表が行 (佐野賢治)
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